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市役所下呂庁舎で子どもたちに声を掛けられる天皇、皇后両陛下市役所下呂庁舎で子どもたちに声を掛けられる天皇、皇后両陛下

　5月21日、萩原町四美を主会場に、第57回全国植樹
祭が盛大に開催されました。前日の20日には、天皇、
皇后両陛下が下呂市にお越しになり、市民の皆さんの
盛大な歓迎に、笑顔で応えられました。（全国植樹祭な
らびに、5月28日開催の下呂市みどりの祭の内容は、７
月号紙上で紹介します）

両陛下、ようこそ下呂市へ

新連載
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市民アンケート結果まとまる

　

市
で
は
今
年
２
月
に
、「
市

民
生
活
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
市

内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方
の

中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

２
１
８
４
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配

布
。
１
３
８
０
人
か
ら
回
答
を
頂

き
ま
し
た(

回
収
率
63
・
19
％)

。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
あ
な
た

の
地
域
は
住
み
や
す
い
ま
ち
で
す

か
？
」
な
ど
、
市
民
生
活
の
現
状

に
つ
い
て
25
項
目
の
質
問
が
設
け

て
あ
り
、
項
目
ご
と
の
満
足
度
・

不
満
足
度
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
、
暮
ら
し
や
市
政
に
つ

い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
知
る
た

め
の
も
の
で
す
。
回
答
の
内
訳
は
、

こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に
配
布
し

た
「
下
呂
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
表 

平
成
18
年
度
版
」
に
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
意
識
等
も
う
か
が
い

知
れ
ま
す
。
結
果
を
知
る
こ
と
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
現
在
ど
の

よ
う
な
形
で
ま
ち
づ
く
り
と
か
か

わ
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
は
ず
で

す
。
あ
な
た
自
身
の
、
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
比
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
運
転
や
歩
行
の
際
、
道
路
の

安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、

「
は
い
」
と
回
答
し
た
人
が
全
体

の
27
・
４
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

道
路
整
備
施
策
な
ど
、
行
政
側
に

対
す
る
満
足
度
の
低
さ
も
あ
る
一

方
で
、
市
内
の
交
通
マ
ナ
ー
に
対

す
る
不
安
も
表
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

交
通
安
全
を
一
人
ひ
と
り
が
心

掛
け
る
こ
と
で
、
道
路
の
安
全
性

へ
の
不
安
を
減
ら
せ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
質
問
に
限
ら
ず
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
数
値
を
見
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
、
そ
れ
を
改

善
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
、
あ

な
た
に
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
平
成
16
年
度
に
「
下

呂
市
第
一
次
総
合
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
に
は
取
り
組
み

ご
と
に
、
そ
の
進
捗
状
況
を
検
証

す
る
た
め
の
指
標
を
設
け
て
い
ま

す
。
こ
の
指
標
の
現
状
値
（
平
成

17
年
度
の
実
績
）
を
把
握
す
る
た

め
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を

用
い
ま
す
。

　

25
項
目
の
質
問
の
う
ち
、「
行

政
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
か
？
」
を
は
じ
め
、

あ
な
た
の
声
が
伝
わ
る
市
政
に

あ
な
た
の
声
が
伝
わ
る
市
政
に

「
市
民
生
活
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
ま
と
ま
る

「
市
民
生
活
の
現
状
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
ま
と
ま
る

道
路
の
安
全
性
に
つ
い
て

道
路
の
安
全
性
に
つ
い
て

の
不
安

の
不
安

ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
千
人

ア
ン
ケ
ー
ト
を
２
千
人

余
り
に
配
布

余
り
に
配
布

育
児
支
援
に
つ
い
て
の

育
児
支
援
に
つ
い
て
の

満
足
度
が
ダ
ウ
ン

満
足
度
が
ダ
ウ
ン
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市民アンケート結果まとまる

計
４
項
目
の
質
問
で
、
不
満
足
度

が
前
年
度
よ
り
も
５
％
以
上
減
少

し
ま
し
た
。

　

一
方
、「
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
の

満
足
度
は
、
昨
年
度
よ
り
約
６
％

下
回
り
ま
し
た(

上
グ
ラ
フ
参

照)

。

　

市
で
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
受
け
、
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
に
つ
い
て
の
支
援
の
満
足

度
が
昨
年
度
の
数
値
を
下
回
っ
た

こ
と
を
重
要
視
し
、
５
月
24
日
、

庁
内
に
「
下
呂
市
少
子
化
及
び
子

育
て
支
援
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
編
成
。
少
子
化
・
子

育
て
支
援
に
関
す
る
調
査
研
究
と
、

市
に
お
け
る
具
体
的
な
少
子
化
及

び
子
育
て
支
援
策
の
策
定
に
向
け

て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
従
来
の
少
子
化
・
子
育

て
支
援
策
と
は
異
な
る
、「
妊
娠
・

出
産
、
子
育
て
と
雇
用
に
お
け
る

課
題
へ
の
対
応
」
や
、「
子
ど
も

を
持
つ
、
子
ど
も
を
育
て
る
《
幸

せ
》
や
《
喜
び
》
を
感
じ
ら
れ
る

機
会
の
創
出
」
と
い
っ
た
内
容
を

中
心
に
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
広
報
紙
と
同
時
に
配
布
さ

れ
た
「
下
呂
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

表 

平
成
18
年
度
版
」
に
は
、
市

役
所
の
部
長
及
び
課
長
に
よ
っ
て
、

施
策
ご
と
に
担
当
事
務
の
説
明
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
（
右
図
参

照
）。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

に
基
づ
く
指
標
に
つ
い
て
、
昨
年

度
ど
れ
だ
け
達
成
で
き
て
い
て
、

ど
ん
な
課
題
が
出
て
き
て
い
る
か
、

そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
の
今
年

度
の
取
り
組
み
な
ど
を
載
せ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
計
画
表
に
は
、「
あ

な
た
の
暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
！
」
が
併
せ
て

掲
載
さ
れ
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と

同
じ
内
容
の
質
問
項
目
が
載
せ
て

あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
問
題

意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
市
が
進
め

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。

　

自
分
自
身
の
暮
ら
し
や
地
域
と

の
か
か
わ
り
、
そ
し
て
ま
ち
づ
く

り
の
関
係
を
考
え
る
機
会
に
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「市民生活の現状に関するアンケート」における質問への回答

問20）　子どもを生み育てることへの支援が十分ですか？

※この設問は、アンケートの他の設問中「同居する家族」に「就学前（0～ 5歳）」の方が「いる」と回答し
　た方が回答をしています。

はい
29.1％

いいえ
44.8％

わからない
25.1％

無回答 1.0％

はい
23.0％

いいえ
43.8％

わからない
32.0％

無回答 1.1％

平成平成1616年年 平成平成1717年年

●●●●課　●●●●

基本方針部または課の名前と
部長または課長の氏名部

長
ま
た
は

課
長
の
顔
写
真

部
は
左
側
が
政
策
、
右
側
が
施

策
。
課
は
左
側
が
施
策
、
右
側

が
単
位
施
策
。

○平成 17年度の状況
　施策などについて部 (課 ) が
　設けた指標を分析し、課題等
　を示しています。

○平成 18年度の取り組み
　今年度の取り組みの概要や、
　その注目点を挙げています。

「まちづくり計画表」の見方「まちづくり計画表」の見方は
じ
め
よ
う
！　

協
働
と

は
じ
め
よ
う
！　

協
働
と

参
画
の
ま
ち
づ
く
り

参
画
の
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援
を
市
政
の

子
育
て
支
援
を
市
政
の

重
要
課
題
に

重
要
課
題
に
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財政状況

会　計　名 予 算 額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 4,014,129 3,765,376 3,186,303

老 人 保 健 医 療 4,705,688 4,501,445 4,305,687

介 護 サ ー ビ ス 799,542 754,984 731,662

介 護 保 険 2,085,723 2,038,355 1,847,252

簡 易 水 道 954,775 806,154 793,788

下 水 道 4,159,846 2,944,821 2,760,932

小 坂 診 療 所 398,150 376,061 380,525

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 放 送 73,146 70,453 60,625

Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 通 信 31,366 31,793 21,550

財　産　区（下呂） 11,858 12,030 8,790

財　産　区（竹原） 806 807 103

財　産　区（上原） 1,266 947 363

財　産　区（中原） 3,817 3,817 2,430

財　産　区（金山） 10,704 10,706 28

財　産　区（下原） 7,483 7,470 2,804

財　産　区（東） 250 250 2

（単位：千円）

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 275,073 286,508

支出 233,373 214,024

資本的
収入 22,457 23,858

支出 99,968 98,700

（単位：千円）○水道事業

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 301,080 293,007

支出 328,132 315,278

資本的
収入 14,235 14,235

支出 40,518 32,977

（単位：千円）○下呂温泉合掌村事業

区　　分 予算額 収支済額

収益的
収入 1,438,663 1,342,032

支出 1,438,663 1,416,354

資本的
収入 28,949 29,416

支出 101,219 95,177

（単位：千円）○金山病院事業

区　　分 基　金　名　称 ３月末現在高

一 般 会 計

財 政 調 整 基 金 3,054,947

減 債 基 金 930,934

その他の特定目的基金 3,162,040

積立基金　小計 7,147,921

土 地 開 発 基 金 273,415

その他の定額運用基金 218,323

運用基金　小計 491,738

一般会計　計 7,639,659

特 別 会 計

積 立 基 金 1,836,567

運 用 基 金 8,500

特別会計　計 1,845,067

合　　　　計 9,484,726

（単位：千円）

区　　分 ３月末現在高

一 般 会 計 20,995,641

介 護 サ ー ビ ス 663,198

簡 易 水 道 5,283,602

下 水 道 22,190,340

小 坂 診 療 所 624,848

上 水 道 504,039

金 山 病 院 192,839

計 50,454,507

（単位：千円）

（単位：千円）

一時借入金現在高 ( 全会計 ) 2,000,000

言葉の説明

市　債…公共施設の建設など、市が一度に多額の出費を必要な

場合に認められる長期の借入金で、その返済を長期間

分割することにより、市の財政負担を平均化し、世代間

の住民負担を公平にするという役割も果たしています。

公債費…借り入れた市債の返済に充てる経費で、元金の返済金

とその利息のことです。いわゆる借金の返済費用です。

市有財産の状況市有財産の状況市有財産の状況

区　　分 ３月末現在高

土　地（㎡） 1,765,100

建　物（㎡） 294,367

山　林（㎡） 49,543,728

有価証券（千円） 99,260

 出資金（千円） 156,932
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財政状況

下呂市の“台所事情”
市では、毎年 6月と 12月に財政状況を公表します。今回お知らせ市では、毎年 6月と 12月に財政状況を公表します。今回お知らせ
するのは、平成 17年度下半期 (10 月 ~3月 ) の予算の執行状況とするのは、平成 17年度下半期 (10 月 ~3月 ) の予算の執行状況と
基金や市債の現在高などです。数値は平成 18年 3月 31日現在で基金や市債の現在高などです。数値は平成 18年 3月 31日現在で
す。なお、4月から 5月末までは出納整理期間となるため平成 17す。なお、4月から 5月末までは出納整理期間となるため平成 17
年度の決算額とは異なります。年度の決算額とは異なります。

予算額

収入済額

歳入予算額
216億772万5千円
収入済額
185億5,555万2千円
（執行率85.9％）

予算額

支出済額

歳出予算額
216億772万5千円
支出済額
179億7,617万4千円
（執行率83.2％）

市の貯金

市の借金

市の貯金

市の借金

市の貯金

市の借金うち、３月末までに使ったお金は

179億7,617万円
うち、３月末までに使ったお金は

179億7,617万円

１７年度の予算は（一般会計）

216億772万円
１７年度の予算は（一般会計）

216億772万円

一般会計の状況一般会計の状況

10億５億５億 15億 25億 60億20億 50億10億15億20億25億30億35億40億 70億

地方交付税

市 税

市 債

県支出金

国庫支出金

繰 越 金

諸 収 入

使用料及び手数料

繰 入 金

地方譲与税

地方消費税交付金

分担金及び負担金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

そ の 他

予算額 （執行率） 予算額

（平成18年３月末
　下呂市人口 39,210人）

（執行率）

（105.4％）

（97.9％）

（17.4％） 4億8,570万円

（95.4％）

（100.2％）

（78.2％）

（100.7％）

（88.0％）

（100％）

7億3,729万2千円19億9,255万6千円

19億4,271万7千円

16億646万2千円

11億7,858万円

（94.4％）

15億5,994万4千円

（17.4％）

77億5,354万2千円

48億2,914万9千円

4億8,570万円

（100.0％）

（55.0％）

（100.0％）

（80.1％）

（95.4％）

（100.2％）

（78.2％）

（100.7％）

（88.0％）

（100％）

（101.1％）

（100.0％）

（96.5％）

7億3,729万2千円

8億9,969万2千円

10億7,404万4千円10億7,404万4千円10億7,404万4千円

4億6,222万円

3億9,573万6千円

4億1,969万7千円

4億265万4千円

2億3,032万4千円

4億8,255万5千円

1億4,156万8千円

1億2,592万8千円

1億1,545万1千円

１人あたり

19万円

１人あたり

54万円

※金額は予算額

民 生 費

公 債 費

総 務 費

農林水産業費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

議 会 費

災害復旧費

そ の 他

（68.4％）22億101万4千円

（90.7％）36億5,281万円

（100％）30億1,125万2千円

（86.8％）19億9,255万6千円

（69.9％）19億4,271万7千円

（91.3％）

（89.1％）16億646万2千円

（67.4％）11億7,858万円

（94.4％）5億6,277万7千円

（98.9％）1億6,682万7千円

（50.4％）9,847万8千円

（4.6％）275万7千円

15億5,994万4千円

一般会計

平成17年度下半期（10月～ 3月）の財政事情

下呂市の“台所事情”下呂市の“台所事情”
お知らせします
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市
内
の
観
光
情
報
を
自
信
を

持
っ
て
案
内
で
き
る
よ
う
に
と
、

下
呂
市
観
光
客
特
別
誘
致
対
策

協
議
会
（
滝
多
賀
男
会
長
）
は
、

観
光
デ
ー
タ
約
１
５
０
件
を
収

録
し
た
『
下
呂
市
観
光
百
科
』

（
Ａ
４
判
62
ペ
ー
ジ
）
を
作
製

し
ま
し
た
。

　

観
光
百
科
は
、
観
光
客
を
案

内
す
る
人
向
け
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、「
自
然
・
景
観
」「
歴

史
・
文
化
」「
祭
・
イ
ベ
ン
ト
」

な
ど
な
ど
七
つ
の
項
目
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
営
業
時
間
や
問
い
合

わ
せ
先
な
ど
を
紹
介
。
特
に「
交

通
ア
ク
セ
ス
」
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
掲
載
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
旅
館
や
ホ
テ
ル
、
旅

行
代
理
店
な
ど
に
配
布
し
、
今

後
は
さ
ら
に
デ
ー
タ
の
収
集
整

理
に
努
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
市
の
サ
イ
ト
で
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

正
確
な
情
報
で
案
内
を

　

『
下
呂
市
観
光
百
科
』
を
作
製

　

市
教
委
で
は
、
不
審
者
に
よ

る
児
童
殺
傷
事
件
な
ど
、
学

校
に
お
け
る
事
件
・
事
故
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
地
域
に
学
校
内
外
の

巡
回
や
警
備
な
ど
安
全
確
保
に

係
る
活
動
を
行
う
「
学
校
安
全

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
）」
を
設
置
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や

安
全
対
策
の
助
言
や
指
導
を
行

う
「
地
域
学
校
安
全
指
導
員

（
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー

ダ
ー
）」
の
設
置
も
決
め
、
警

察
官
Ｏ
Ｂ
の
西
尾
晏
享
さ
ん

（
幸
田
）
と
各
務
吉
則
さ
ん
（
小

坂
町
門
坂
）を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

市
教
委
で
は
今
後
、
地
域
ご

と
に
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

推
進
会
議
」
を
設
け
て
、
地
域

と
の
連
携
を
重
視
し
た
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

【
市
教
委
・
学
校
教
育
課
】

児
童
・
生
徒
・
学
校
の
安
全
守
ろ
う

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
２
名
を
委
嘱

田口教育長から委嘱を受けた各務さんと西尾さん ( 左から )

　

下
呂
市
観
光
客
特
別
誘
致
対

策
協
議
会
で
は
、
合
併
後
初
と

な
る
市
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
を
作

製
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
下
呂
温
泉
の

夜
景
を
バ
ッ
ク
に
飛
騨
川
の
河

原
に
あ
る
露
天
風
呂
を
楽
し
む

女
性
を
写
し
、
温
泉
巡
遊
「
Ｇ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
の
文
字
を
加
え
、
市

内
各
地
で
個
性
の
あ
る
温
泉
に

巡
り
あ
え
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
。

「
良
泉
に
浸
か
っ
て
旅
の
疲
れ

を
癒
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｏ　

Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
」
と
あ
え
て
ロ
ー
マ
字

表
記
す
る
こ
と
で
、
和
の
イ

メ
ー
ジ
を
越
え
て
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
下
呂
を
直
感
的
に

表
現
。
文
字
に
は
銀
色
の
箔は
く

押

し
加
工
と
、
さ
ら
に
裏
か
ら
空

押
し
加
工
を
施
し
、
高
級
感
を

演
出
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
市
内
の
宿
泊

施
設
や
各
地
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
で
展
示
し
、「
温
泉
の
ま

ち
下
呂
市
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
【
観
光
商
工
部
・
観
光
課
】

  

下
呂
市
初
の 

観
光
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　

「
温
泉
の
ま
ち
」
を
ア
ピ
ー
ル
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昨
年
６
月
か
ら
広
報
紙
で
連

載
し
先
月
で
終
了
し
た
「
御
嶽

展
望
」
を
、
３
カ
所
の
番
外
編

を
加
え
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
１
枚

に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
御
嶽
展
望
」
は
、
下
呂
市

の
最
高
峰
で
あ
る
御
嶽
に
、
よ

り
親
し
ん
で
も
ら
い
、
下
呂
市

の
山
と
い
う
意
識
を
高
め
よ
う

と
、
萩
原
町
上
村
の
酒
井
ミ
ユ

キ
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
連
載

し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
Ｂ
２
版

で
市
内
の
学
校
や
公
共
施

設
、
飲
食
店
や
旅
館
な
ど
に

も
展
示
し
、
下
呂
市
の
御
嶽

を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
各
振
興

事
務
所
市
民
生
活
課
ま
た

は
、
秘
書
広
報
課
で
差
し

上
げ
ま
す
。

【
企
画
部
・
秘
書
広
報
課
】

広
報
紙
連
載

　

『
御
嶽
展
望
』
が
ポ
ス
タ
ー
に

広報紙連載の「御嶽展望」を
再編集したポスター

　全国植樹祭の機運を高めようと４月 25 日か

ら時報として流している全国植樹祭のテーマ

ソング「岐阜県民の歌」。放送開始直後から市

民の皆さんから好評のご意見をいただき、歌詞

を知りたいなどの要望もあることから、市では

植樹祭以降も正午の時報として当分の間、「岐

阜県民の歌」を流しています。

　岐阜県民の歌は、昭和 29 年９月に歌詞を募

集し、全国から応募された 1,447 通の作品を審

査の結果、歌詞に永繩半助さんの作品を選び、

作曲を服部正さんに依頼、昭和 30 年４月に「岐

阜県民の歌」として制定されました。

　「岐阜は木の国　山の国」など、岐阜県の自然

や文化を織り込んだ歌詞とさわやかなメロデ

ィーで、今でも多くの人に親しまれています。

　　　　　　　　　　　　【総務部・総務課】

   好評につき、正午の時報

　『 岐阜県民の歌 』

１
．
み
ど
り
を
そ
め
て　

朝
の
日
が

　
　

高
い
梢こ
ず
えに　

ゆ
れ
て
い
る

　
　

嶺み
ね

か
ら
嶺
へ　

小
鳥
も
よ
ん
で

　
　

岐
阜
は
木
の
国　

山
の
国

　
　

伸
び
る
希
望
を　

う
た
お
う
よ

２
．
つ
づ
く
平
野
の　

雲
遠
く

　
　

虹
の
七
い
ろ　

も
え
て
い
る

　
　

村
か
ら
街
へ　

生せ
い
き気

に
映
え
て

　
　

岐
阜
は
野
の
国　

幸
の
国

　
　

力
む
す
ん
で　

は
げ
も
う
よ

３
．
名
所
史
蹟
に　

風
か
お
り

　
　

花
も
も
み
じ
も　

鵜
か
が
り
も

　
　

か
が
や
く
文
化
に　

色
そ
え
な
が
ら

　
　

岐
阜
は
詩
の
国　

水
の
国

　
　

は
ず
む
心
で　

進
も
う
よ

　

下
呂
市
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
（
吾
郷
孝
枝
委
員
長
）

は
、
市
が
昨
年
３
月
に
策
定
し

た
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
対

す
る
平
成
17
年
度
進
捗
ち
ょ
く

状
況
を

評
価
。
こ
れ
に
基
づ
く
提
言
書

を
山
田
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

評
価
で
は
26
項
目
の
施
策
を
、

成
果
別
に
Ａ
か
ら
Ｃ
に
分
類
。

取
り
組
み
の
成
果
が
あ
る
Ａ
評

価
は
11
で
、
一
方
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
対
策

や
男
女
格
差
の
是
正
へ
の
取
り

組
み
な
ど
４
項
目
で
、
見
直
し

や
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

と
Ｃ
評
価
と
し
ま
し
た
。
提
言

書
で
は
、
現
在
は
別
々
の
課
が

担
当
し
て
い
る
男
女
共
同
参
画

と
次
世
代
育
成
支
援
へ
の
取
り

組
み
を
連
携
を
と
っ
て
推
進
す

る
こ
と
な
ど
を
求
め
ら
れ
、
市

で
は
今
後
の
施
策
に
反
映
さ
せ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
構
築
を

前
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。　
　

　
【
企
画
部
・
総
合
政
策
課
】

山田市長に提言書を説明する吾郷委員長 ( 中央 ) と各務委員 ( 右 )　

26
の
項
目
を
評
価
・
市
長
に
提
言
書
提
出

市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◆
総
務
常
任
委
員
会

◎
伊
藤
嚴
悟
、
○
山
下
一
彦
、
奥

田
重
後
、
二
村
金
吾
、
熊
﨑
兼
治
、

齋
藤
正
巳
、
山
下
信
義
、
大
前
武

憲
、
宮
川
茂
治

◆
建
設
経
済
常
任
委
員
会

◎
林
芳
樹
、
○
倉
地
紘
一
、
中
島

◆
決
算
特
別
委
員
会
（
※
）

◎
熊
﨑
兼
治
、
○
奥
田
重
後

※
議
長
を
除
く
25
名
で
構
成 

◆
濃
飛
横
断
自
動
車
道
促
進
特
別

委
員
会  

 

◎
大
前
武
憲
、
○
中
島
新
吾
、
一

木
良
一
、
服
部
秀
洋
、
二
村
金
吾
、

中
島
達
也
、
熊
﨑
兼
治
、
木
一
良

政
、
田
口
護
、
野
村
誠

◆
観
光
特
別
委
員
会

◎
野
村
誠
、
○
片
田
良
治
、
松
井

旬
子
、
奥
田
重
後
、
服
部
秀
洋
、

吾
郷
孝
枝
、
中
島
達
也
、
齋
藤
正

巳
、
林
芳
樹
、
宮
川
茂
治

◆
南
飛
騨
国
際
健
康
保
養
地
特
別

委
員
会  

 

◎
二
村
勝
己
、
○
熊
﨑
兼
治
、
奥

田
重
後
、
各
務
吉
則
、
吾
郷
孝
枝
、

倉
地
紘
一
、
齋
藤
正
巳
、
山
下
信

義
、
伊
藤
嚴
悟
、
山
下
一
彦

◆
総
合
医
療
体
系
検
討
特
別
委
員
会 

◎
山
下
一
彦
、
○
日
下
部
茂
樹
、

一
木
良
一
、
各
務
吉
則
、
中
島
新

吾
、
田
口
幸
雄
、
片
田
良
治
、
伊

藤
嚴
悟
、
二
村
勝
己
、
大
前
武
憲

◆
議
員
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会

◎
一
木
良
一
、
○
山
下
信
義
、
日

　

５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
下

呂
市
議
会
臨
時
会
で
、
議
会
役
員

の
改
選
が
行
わ
れ
、
議
長
に
中
野

憲
太
郎
氏
（
萩
原
）、
副
議
長
に

木
一
良
政
氏
（
小
坂
）
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

◎
＝
委
員
長
、
○
＝
副
委
員
長
）

新
吾
、
木
一
良
政
、
中
野
憲
太
郎
、

田
口
護
、
田
口
幸
雄
、
二
村
勝
己
、

野
村
誠

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

◎
各
務
吉
則
、
○
松
井
旬
子
、
日

下
部
茂
樹
、
一
木
良
一
、
服
部
秀

洋
、
吾
郷
孝
枝
、
中
島
達
也
、
片

田
良
治

◆
議
会
運
営
委
員
会

◎
伊
藤
嚴
悟
、
○
山
下
一
彦
、
松

井
旬
子
、
各
務
吉
則
、
倉
地
紘
一
、

熊
﨑
兼
治
、
木
一
良
政
、
林
芳
樹

◆
予
算
特
別
委
員
会
（
※
）

◎
中
島
達
也
、
○
服
部
秀
洋

※
議
長
を
除
く
25
名
で
構
成

常
任
委
員
会

下
部
茂
樹
、
松
井
旬
子
、
吾
郷
孝

枝
、
齋
藤
正
巳
、
田
口
幸
雄
、
林

芳
樹
、
伊
藤
嚴
悟
、
野
村
誠
、
宮

川
茂
治

◆
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

◎
吾
郷
孝
枝
、
○
日
下
部
茂
樹
、

中
島
新
吾
、
熊
﨑
兼
治
、
木
一
良

政
、
片
田
良
治
、
山
下
信
義

・
飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

　

伊
藤
嚴
悟
、
中
野
憲
太
郎

・
監
査
委
員

　

山
下
信
義

特
別
委
員
会

議
会
選
出
委
員

木一良政副議長

中野憲太郎議長

市議会６月定例会のお知らせ市議会６月定例会のお知らせ
会　期　：　６月１９日 ( 月 ) ～６月３０日 ( 金 )
場　所　：　下呂市役所３階議場

　※会期は予定で、変更する場合があります。
　　詳しくは新聞折込にてご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会事務局

正
副
議
長
が
改
選

議
長
に　
中
野
憲
太
郎　
議
員

副
議
長
に　
木
一
良
政　
議
員

☆
春
の
叙
勲　

  （
４
月
29
日
付
）

■
瑞
宝
双
光
章

　
　
　
（
へ
き
地
保
健
衛
生
功
労
）

日
野
昭
民
さ
ん

（
馬
瀬
数
河
）

昭
和
40
年
に
新

設
の
馬
瀬
診
療

所
に
赴
任
。
現
在
ま
で
地
域
医

療
の
要
と
し
て
、
住
民
の
健
康

管
理
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
瑞
宝
単
光
章

　
（
統
計
調
査
功
労
）

永
島
榮
枝
さ
ん

（
萩
原
町
萩
原
）

昭
和
40
年
の
国

勢
調
査
以
来
、

調
査
員
と
し
て
企
業
統
計
や
工

業
統
計
な
ど
数
多
く
の
統
計
調

査
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

☆
岐
阜
県
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　

 　
（
５
月
17
日
付
）

■
市
町
村
行
政

　
石
丸
忠
義
さ
ん（
小
坂
町
大
垣
内
）

■
交
通
安
全

　
中
川
登
美
子
さ
ん
（
少
ヶ
野
）

■
健
康
衛
生

　
吉
田
明
さ
ん（
金
山
町
大
船
渡
）

■
産
業
経
済

　
山
口
隆
士
さ
ん
（
金
山
町
金
山
）

　
今
井
正
昭
さ
ん
（
小
坂
町
大
島
）

☆
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状

　
　
　

 　
　
　

 （
５
月
18
日
付
）

　
二
村
誠
治
さ
ん（
萩
原
町
西
上
田
）



 ９

下呂市ニュース

　

市
で
は
、県
に
登
録
さ
れ
た「
岐

阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
」
に

依
頼
し
て
、
木
造
住
宅
の
「
耐
震

診
断
」
を
行
う
市
民
の
み
な
さ
ん

に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、診
断
の
結
果「
危
険
」「
倒

壊
の
恐
れ
あ
り
」
と
診
断
さ
れ
た

住
宅
に
つ
い
て
、
耐
震
相
談
士
の

補
強
設
計
・
工
事
監
理
に
基
づ
く

「
耐
震
補
強
工
事
」
を
実
施
す
る

方
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
住
宅
が
ど

の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
か

を
知
る
た
め
、
ま
た
、
災
害
に
強

く
安
全
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（
補
助
金
に
は
国
と
県
の
補
助
金

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
が

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
階
数
が
２
以
下
の
も
の

②
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面

積
の
過
半
が
住
宅
用
の
も
の
。

③
丸
太
組
工
法
で
な
い
も
の
。

④
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
も
の
。

募
集
件
数
（
先
着
順
）

　

耐
震
診
断
・
30
件 

　

耐
震
補
強
工
事
・
10
件

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
方

　

対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

個
人
で
、
岐
阜
県
が
行
う
他
の
補

助
金
、
資
金
貸
付
及
び
利
子
補
給

等
を
受
け
て
い
な
い
方
。

補
助
金
の
額

◆
耐
震
診
断

○
一
戸
建
て
住
宅

　

補
助
率 

２
／
３

　

限
度
額 

２
万
円

○
長
屋
・
共
同
住
宅 
   

　

戸
数
と
面
積
に
よ
る

◆
耐
震
補
強
工
事

　

補
助
率 

１
／
２

　

限
度
額 

60
万
円

※
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、

岐
阜
県
地
域
住
宅
計
画
に
よ

る
提
案
事
業
に
よ
り
地
域
住

宅
交
付
金
の
活
用
が
可
能
な

場
合
に
限
り
、
24
万
円
の
上

乗
せ
補
助
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）
上
記
の
限
度
額
は
１
棟
あ

た
り
の
金
額
で
す
。
診
断
料
・

工
事
費
が
限
度
額
を
上
回
っ
た

場
合
、
上
回
っ
た
部
分
に
つ
い

て
は
す
べ
て
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

そ
の
他

　

耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
は
、

税
金
の
優
遇
措
置
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先 

建
設
課 

都
市
計
画
係

☎
52
・
２
０
０
０（
内
線
２
１
５
）

耐
震
診
断
費
用
補
助
の
ご
案
内

一口メモ一口メモ　耐震性を左右する建物の形

　建物の形が複雑になっていると、地震のときに、
建物の一部に大きな力が集中して、思わぬ破壊につ
ながることがあります。
　また、車庫など、1階の一部分が柱だけだったり、
壁が少なかったりする場合は、大きな横揺れに耐え
られず、1階がつぶれてしまう危険があります。

勤
労
者
資
金
融
資
事
業
の
ご
案
内

《
住
宅
資
金
》
市
内
に
居
住
す

る
勤
労
者
の
方
に
、
住
宅
資
金

の
一
部
を
融
資
し
ま
す
。
対
象

者
は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
で
す
。

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て

い
て
、
同
一
事
業
所
に
１
年
以

上
継
続
し
て
勤
務
す
る
方

②
安
定
し
た
収
入
が
あ
り
、
返

済
が
確
実
と
認
め
ら
れ
、
必
要

な
自
己
資
金
を
有
す
る
方

③
同
居
親
族
を
有
す
る
成
年
者
で
、

返
済
完
納
時
で
70
歳
以
下
の
方

④
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

《
生
活
資
金
》
市
内
に
居
住
す

る
勤
労
者
の
方
に
、
生
活
安
定

資
金
の
一
部
を
融
資
し
ま
す
。

対
象
者
は
、
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
で
す
。

①
返
済
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る

成
年
者
の
方

②
《
住
宅
資
金
》
の
①
、④
と
同
様

ど
ち
ら
も
、
資
金
使
途
や
融

資
額
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
融
資
を
受
け
る
際
に
納
付

す
る
保
証
料
を
補
給
す
る
制
度

も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

商
工
課　
　
☎
24
・
２
２
２
２

東
海
労
働
金
庫
高
山
支
店

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
４
４
４



ほっトピックス

10

　 萩原町羽根地区に誕生した太鼓グループ「羽根

太鼓」が４月23日、あさぎりサニーランドを訪問

し、利用者に元気のよい演奏を披露しました。

　羽根太鼓は保育園児から大人までの24人。お年

寄りもステージに上がって太鼓を打つなど、子ど

もたちと交流を深めました。

巌立をバックに勇壮な演奏を披露する巌立太鼓

金山振興事務所前で
　　　野外コンサート

日本一滝の多いまち小坂
　　　　　　巌立峡で滝開き
　「飛騨小坂滝開き」が小坂町落合のがんだて公園

で４月 16 日、市、議会関係者など 30 人が出席し

て行われました。

　滝開きでは、テープカットや鏡開き、巌立太鼓の

演奏や金蔵獅子が奉納されました。訪れた観光客ら

とともに本格的な観光シーズン到来を祝いました。

　５月３日、４日、御厩野の「鳳凰座」

で素人歌舞伎が行われ、会場に詰め掛け

た多くの歌舞伎ファンを魅了しました。

　全国植樹祭当日に式典会場でも披露さ

れる子ども歌舞伎「白浪五人男」など５

つの演目を上演しました。

やんやの歓声
　　鳳凰座歌舞伎

　金山振興事務所駐車場で４月23日、「第１回

やまびこコンサート」が開かれました。

　下呂市民吹奏楽団など５団体が出演。集まっ

た約150人の市民らが、クラシックからロック

までの幅広いジャンルを楽しみました。

  子ども白龍や美濃市から招かれた小中学生バ

ンドなどが元気いっぱいに演奏しました。

大人顔負けの「白浪五人男」を演じる子どもたち大人顔負けの「白浪五人男」を演じる子どもたち

羽根太鼓、
　サニーランドにお目見え

美濃市の小中学生バンド「メイプルズ」が学園天国などを演奏

可愛らしい打ち方に、目を細める可愛らしい打ち方に、目を細める
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ほっトピックス

　第40回県身体障がい者飛騨ブロッ

ク体育大会が４月30日、萩原町羽

根のあさぎりスポーツ公園で開かれ、

飛騨地区の約400人が参加しました。

　親睦を深める運動会のほか、砲丸

投げ、100ｍ走などの県競技会予選

も行われ、参加者は気持ち良い汗を

流しました

真剣に、和やかに真剣に、和やかに    

　　障がい者スポーツ大会　　障がい者スポーツ大会

県予選会の砲丸投げに挑む選手県予選会の砲丸投げに挑む選手

登山シーズン中の安全を祈る参加者

馬瀬の清流でテンカラを学ぶ
　「馬瀬川フィッシングアカデミー・テンカラ釣り講座」

が、馬瀬西村の水辺の館で４月 22日から２日間に渡って

開かれました。仙台市などから 22名が参加。萩原町花池

の本流テンカラ師、天野勝利さんらからテンカラ釣りの

基礎知識、実技を学びました。

安全願う　御前山山開き
 萩原町で霊峰として尊ばれている御前山の山開きが４月

30日、同町桜洞の御前山登山道入り口付近、水洞平に整

備された広場で行われました。

　山開きは、同区で作る御前山を守る会が主催。萩原町観

光協会長、同区長ら10人が出席して、安全を祈願しました。

天野プロの竿使いに見入る参加者

　小坂温泉旅館組合による「山の旬を食べよう

会」が、5月 14日、小坂郷土館で催されました。

　湯屋、下島の各温泉旅館の宿泊客が参加対象。

タラノメ、コゴミ、ワラビほか、あげたてのて

んぷらや煮物など 20 皿余りが並び、参加者が

採れたての山菜の味を堪能しました。

旬の山菜に舌鼓

いろりを囲んで、山の旬を満喫した観光客いろりを囲んで、山の旬を満喫した観光客
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問い合わせ先 はぎわら図書館 ☎52-4800 小坂図書室 ☎62-3366  

　　　　　　　　下呂市図書室　 ☎25-2489　　金山図書室 ☎32-2449

 馬瀬図書室　　 ☎47-2111

６月の絵本の読み聞かせ

６月10日(土) 14：00 ～ (星雲会館３階ロビー )

６月24日(土) 10：00 ～ (小坂山村開発ｾﾝﾀｰ)

６月24日(土) 14：00 ～ (下呂中央児童館)

◆宙ぶらん　　　　            伊集院静

◆天国の扉   　　　    　 　 沢木冬吾

◆弥勒の月　　　      　あさのあつこ

◆青山娼館　　　      　   小池真理子

◆アシュリー　 　　 アシュリー・ヘギ

◆お腹召しませ      　         浅田次郎

◆１０１歳の少年        　    三浦敬三

◆べっぴんぢごく　         岩井志麻子

◆屋久島ジュウソウ                  森絵都

◆クライム・マシン          ジャック・リッチー

◆ヒストリアン①②  エリザベス・コストヴァ

◆ウルトラ・ダラー            手嶋龍一

◆上品な人、下品な人          山﨑武也

◆ライト・グッドバイ　         東直己

◆四〇歳からの勉強法　      三輪裕範

◆チェケラッチョ！！    　  秦建日子

◆パズル・パレス㊤㊦  ダン・ブラウン  

◆ドリームバスター③      宮部みゆき

◆他人を見下す若者たち      速水敏彦

◆４０（フォーティ）翼ふたたび   石田衣良

◆チョコレート・コスモス      恩田陸

◆ももこの２１世紀日記№ 5     さくらももこ

◆２００５年のロケットボーイズ 　五十嵐貴久

◆心配しないで食物アレルギー   武内澄子

◆プロジェクト X挑戦者たち１～ 29 
 　　　　NHK「プロジェクトX」制作班

◆おじさんはなぜ時代小説が好きか    関川夏央

◆なぜウソをついちゃいけないの？ ライナー・エアリンガー

◆毎日できちゃうボケ防止ほらほらあれ 大友英一

◆やさしくて正直な「食の作り手」たち　浜美枝

◆いのちはどこからきたの？
　　―９歳までに伝える「誕生」のしくみ　大葉ナナコ

主な新着図書

他の新着図書は、各図書室の新着リスト
をご覧ください。

今月
の
一冊
『子どもに語る　
　　アンデルセンのお話』
　　　　　　　　　　松岡享子編

　童話の王様として知られるアンデ
ルセンは、１８０５年、貧しい靴屋
の息子としてデンマークで生まれま
した。彼が生涯に書き残した物語は
１５０余編。誕生２００年をお祝い
する会（子どもに語っている人の会）
から生まれたこの本には、ベテラン
の語り手８人が語りこんだ文章を収
録。声に出して読みやすく、聞いて
わかりやすい訳文で、読み聞かせに
最適です。

交通死亡事故に歯止めを！

４
月
、
市
内
で
３
件
３
名
死
亡　

　
　

 

交
通
死
亡
事
故
多
発

　

特
に
４
月
に
入
っ
て
か
ら
、
３
件
３
名
と
死
亡
事
故
が

多
発
し
ま
し
た
。

◎ 

２
件
２
名
が
金
山
町
地
内
、
主
要

地
方
道
関
ー
金
山
線
で
の
若
者
に

よ
る
車
両
運
転
中
の
事
故
。

◎ 

１
件
が
野
尻
地
内
、
国
道
２
５
７

号
線
で
の
高
齢
者
の
道
路
横
断
中

の
事
故
で
す
。

　

運
転
者
も
歩
行
者
も
次
の
点
に
注
意
し
て
悲
惨
な
交
通

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

 

一
、 

横
断
は
止
ま
る
・
見
る
・
待
つ
・

　
　

確
か
め
る
。

 

一
、 

夕
方
以
降
の
外
出
に
は
夜
光

　
　

反
射
材
等
を
活
用
し
、 

自
分

　
　

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

 

一
、 

速
度
は
控
え
め
に
、
前
を
よ

　
　

く
見
て
運
転
す
る
。

 

一
、 

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

下呂警察署管内で交通死亡事故が多発しています。運転中は

注意を怠らず、歩行者は過信せず、大切な命を守りましょう。

　

下
呂
警
察
署
管
内
で
は
４
月
末
現
在
４
件
４
名

の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
既
に
昨
年
１
年
間

の
死
者
数
と
同
数
と
な
り
ま
し
た
。
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今
回
か
ら
、
御
嶽
飛
騨

頂
上
に
あ
る
「
御
嶽
五

の
池
小
屋
」
の
管
理
人
、

市い
ち
か
わ
の
り
じ

川
典
司
さ
ん
に
、
毎
月

御
嶽
の
四
季
折
々
の
風
景

や
話
題
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

４
月
24
日
早
朝
、
濁
河

か
ら
ひ
と
り
飛
騨
頂
上
へ

向
か
う
。
今
回
の
目
的
は

小
屋
の
様
子
を
見
に
行
く

こ
と
。
例
年
に
な
く
今
年

の
冬
は
大
雪
で
あ
っ
た
。
小

屋
は
無
事
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

森
林
限
界
を
超
え
る
と
、

そ
こ
は
別
世
界
。
例
年
こ
の

時
期
、
所
々
に
ハ
イ
マ
ツ
な

ど
の
植
物
が
、
ち
ょ
っ
と
だ

け
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の

が
普
通
だ
が
、
今
年
に
限
っ

て
は
真
っ
白
な
雪
の
世
界

し
か
見
え
な
い
。

や
は
り
今
年
は

違
う
ぞ
。

　

飛
騨
頂
上
に

到
着
す
る
と

真
っ
青
な
空
が

広
が
り
、
連
な

る
稜り
ょ
う
せ
ん線の

向
こ

う
に
御
嶽
の
山

頂
で
あ
る
剣
ヶ

峰
（
３
０
６
７

ｍ
）
を
望
む
こ
と
が
出
来
た
。

絶
景
。
稜
線
は
太
陽
の
光
に

輝
い
て
い
る
。
真
っ
白
な
斜

面
の
上
を
時
折
雲
の
影
が
流

れ
て
ゆ
き
、
ま
さ
に
天
空
の

別
天
地
と
言
う
の
が
ふ
さ
わ

し
い
。

　

し
ば
し
そ
ん
な
景
色
に
見

と
れ
て
い
る
と
、
時
間
が
た

つ
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

肝
心
な
山
小
屋
は
と
い
う
と
、

大
量
の
雪
に
囲
ま
れ
て
は
い

る
が
、
特
に
問
題
は
な
さ
そ

う
だ
。
ひ
と
ま
ず
安
心
だ
。

　

こ
こ
は
標
高
２
８
０
０
ｍ
。

４
月
と
い
え
ど
も
日
が
沈
め

ば
気
温
は
氷
点
下
と
な
る
。

長
居
は
無
用
と
足
早
に
小
屋

を
後
に
し
た
。

　
　

 （
写
真
・
文 

市
川
典
司
）

　

建
設
業
に
就
く
傍
ら
、
昨
年
か

ら
、
本
格
的
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活

動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
無
笹
さ
ん
。
13
年
前
に
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
、「
次
の
世
代
に
、

今
の
馬
瀬
の
自
然
や
生
活
の
環
境

を
残
し
て
行
き
た
い
」
と
思
い
、

地
元
・
馬
瀬
川
の
清
流
を
通
じ
て

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
た
の
が
、
参
加
の
き
っ
か
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

馬
瀬
を
訪
れ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
受

講
者
の
皆
さ
ん
に
は
、「
こ
の
地

を
気
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、
是

非
こ
の
後
も
馬
瀬
に
来
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
の

こ
と
。
一
人
で
も
そ
ん
な
方
が
増

え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
地
元
の
仲

間
も
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
に
と
、

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
宣
伝
方
法
な

ど
、
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
そ
う
で

す
が
、「
ま
あ
、
あ
が
け
る
だ
け

あ
が
い
て
み
ま
す
」
と
笑
顔
で
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ア
カ
デ

ミ
ー
の
活
動
が
、
交
流
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願

う
無
笹
さ
ん
。
受
講
者
か
ら
ど
ん

な
言
葉
が
聞
け
る
と
う
れ
し
い
で

す
か
、
と
尋
ね
て
み
る
と
、「
馬

瀬
の
悪
い
と
こ
ろ
を
言
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」と
意
外
な
返
答
が
。「
馬

瀬
の
い
い
所
も
、
そ
し
て
悪
い
と

こ
ろ
も
言
っ
て
ほ
し
い
。
馬
瀬
を

も
っ
と
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、

外
か
ら
の
批
判
が
な
い
と
な
か
な

か
私
た
ち
に
は
分
か
り
づ
ら
い
で

す
か
ら
。
ど
ん
ど
ん
批
判
し
て
く

だ
さ
い
」
と
馬
瀬
を
訪
れ
る
方
た

ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。

無
むささ

笹　聡
さとし

さん

（４３歳・馬瀬黒石）

創立５年目を迎えた馬瀬川フィッシ
ングアカデミーで、今年４月から部
会長を務められています。

馬
瀬
川
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ア
カ

馬
瀬
川
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ア
カ

デ
ミ
ー
の
今
後
の
講
座
予
定

デ
ミ
ー
の
今
後
の
講
座
予
定

○
６
月
11
日

「
ア
ユ
川
見
・
仕
掛
け
講
座
」

○
７
月
22
、
23
日

「
ア
ユ
友
釣
り
講
座
（
中
級
編
）」

○
７
月
29
、
30
日

「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
」

○
７
月
30
日

「
馬
瀬
川
鮎
友
釣
り

レ
デ
ィ
ー
ス
大
会
」

○
８
月
５
、６
日

「
鮎
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
」

○
７
、８
月
の
土
日
祝
日

「
ア
ユ
友
釣
り
教
室
（
初
心
者
対

象
・
日
帰
り
）」

問
合
先　

同
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　

☎
47
・
２
８
４
１

御嶽五の池小屋：℡ 090-3581-4985　http://www.gonoike.com

雪に囲まれた五の池小屋。後方の峰は摩利支天



平
成
18
年
度
の
年
金
額
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
17
年
の
年
平
均
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
は
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
０
・
３
％
で
あ
っ
た
た
め
、
平

成
18
年
の
年
金
額
は
平
成
17
年
度

の
基
本
額
を
０
・
３
％
引
下
げ
る

改
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
新
年
金
額
の
支
払
は
、
平
成
18

年
６
月
定
期
支
払
（
４
、５
月
分
）

か
ら
と
な
り
ま
す
。

○
各
種
厚
生
年
金
（
老
齢
・
遺
族
・

障
害
年
金
等
）
に
つ
き
ま
し
て
も
、

０
・
３
％
引
き
下
げ
る
改
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

変
更
後
の
年
金
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬

の
間
に
送
付
さ
れ
る
年
金
額
改
定

通
知
書
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
課
（
年
金
係
）

☎
24
・
２
２
２
２

食
品
表
示
に
関
す
る

１
１
０
番
設
置

　

食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
信

頼
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
農
林
水
産
省
は
、
国
民
の

健
康
保
護
を
最
優
先
と
し
て
「
食

の
安
全
・
安
心
」
の
た
め
の
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
食
品
表
示
の
監
視

体
制
の
、
よ
り
一
層
の
強
化
を
図

る
た
め
、
広
く
消
費
者
等
か
ら
食

品
表
示
に
関
す
る
情
報
等
を
受
け

付
け
る
た
め
の
窓
口
と
し
て
「
食

品
表
示
１
１
０
番
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
者
等
に
食
品
表
示

制
度
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
「
出
張
講
座(

食
品
表
示

制
度
の
説
明
会)

」
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

連
絡
先　

東
海
農
政
局 

岐
阜
農

政
事
務
所 

地
域
第
二
課(

表
示
・

規
格
担
当)

☎
０
５
７
７
・
32
・
１
１
５
５

電
波
利
用
保
護
旬
間

６
月
１
日
〜
10
日

　

電
波
を
使
う
に
は
免
許
が
必
要

で
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
る
電
波
を
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

連
絡
・
問
合
先　

総
務
省
東
海
総

合
通
信
局

不
法
無
線
局
の
相
談
は

☎
０
５
２
・
９
７
１
・
９
１
０
７

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
相
談
は

☎
０
５
２
・
９
７
１
・
９
６
４
８

14

暮らしの情報あれこれ

■今月の市税■

☆ 市県民税
     …………第１期（全期）分
☆ 国民健康保険税
     …………６ 月 分
●納期限は、６月30日（金）です。
岐阜県と下呂市は、県税・市税の徴収強化策として
共同徴収を連携して実施しています。

下呂市役所
　下呂庁舎　　　☎24-2222
　萩原庁舎　　　☎52-2000
　小坂振興事務所　☎62-3111
　金山振興事務所　☎32-2201
　馬瀬振興事務所　☎47-2111
下呂市教育委員会
　（星雲会館内）　☎52-2900
下呂市消防本部　☎25-5119

住
民
税

住
民
税((

市
民
税
・
県
民

市
民
税
・
県
民

税税))

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
住
民
税
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
税
法
改
正
が

行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

は
６
月
中
旬
に
「
市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
」
を
お
手
元
に
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の

う
え
納
期
限
ま
で
に
納
税
下
さ

い
。
住
民
税
を
勤
務
先
か
ら
給

与
天
引
き
で
納
税
さ
れ
て
い
る

方
へ
は
、
勤
務
先
の
給
与
担
当

者
よ
り
「
市
・
県
民
税
の
特
別

徴
収
税
額
の
通
知
書
」
が
配
布

さ
れ
ま
す
。

①
公
的
年
金
等
控
除
額
の
変
更 

　

65
歳
以
上

の
方(

昭
和
16

年
１
月
１
日

以
前
生)

の
公

的
年
金
控
除

額
の
計
算
が

変
わ
り
、
17

年
の
年
金
所

得(

雑
所
得)

は
下
表
の
計

算
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

②
老
年
者
控
除
の
廃
止

③
老
年
者
の
非
課
税
措
置
廃
止 

　

65
歳
以
上
で
年
間
の
合
計
所

得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に

つ
い
て
の
非
課
税
措
置
が
廃
止

さ
れ
、
一
定
額
以
上
の
所
得
が

あ
る
場
合
に
は
市
・
県
民
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
66

歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
段
階

的(

18
年
度
は
１
／
３
の
額
を

課
税)

に
課
税
に
な
り
ま
す
。

④
妻
の
均
等
割
課
税
の
軽
減
措

置
廃
止　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
夫
が
均
等
割
の
納
税
義
務
を

負
う
場
合
、
生
計
を
一
に
す
る

妻
へ
の
均
等
割
軽
減
措
置
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。
一
定
額
以
上
の

所
得
の
あ
る
妻
は
住
民
税
の
均

等
割
額
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

⑤
定
率
減
税
の
変
更　

住
民
税

所
得
割
額
の
７
・
５
％
（
上
限

２
万
円
）
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

※
年
間
の
合
計
所
得
が
１
２
５
万

円
以
下
で
障
が
い
者
の
方
や
寡

婦
・
寡
夫
に
該
当
す
る
場
合
は
、

住
民
税
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
が
、

申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

課
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
務
課　

☎
24
・
２
２
２
２

（
内
線
１
３
９
・
１
４
１)

　  ６月の時報　　　朝　夏は来ぬ　　昼　岐阜県民の歌　　夕　夕やけこやけ
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高
齢
者
虐
待
の
早
期

発
見
の
た
め
に

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
、「
高
齢

者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
、
高
齢

者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に

関
す
る
法
律
」(
高
齢
者
虐
待
防

止
法)

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
法
で
は
、
虐
待
を
早
期
発
見

す
る
た
め
に
、
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
方

は
、
速
や
か
に
市
町
村
に
通
報
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

ま
た
は
通

報
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い)

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
呂

市
で
は
、
虐
待
に
関
す
る
相
談
や

通
報
等
を
左
記
の
窓
口
で
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
ご
連
絡
下

さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
部
・
下
呂
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
53
・
２
１
０
０(

星
雲
会
館)

ケ
チ
カ
ン
市
に
派
遣
の

日
本
語
指
導
員
を
募
集

　

平
成
19
年
度
に
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ア
ラ
ス
カ
州
ケ
チ
カ
ン
市
へ
派

遣
す
る
日
本
語
指
導
員
を
募
集
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込

書
に
履
歴
書
と
住
民
票
を
添
え
て

６
月
30
日(

金)

ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
内

各
教
育
室
に
あ
り
ま
す
。

派
遣
期
間　

平
成
19
年
８
月
１
日

〜
平
成
20
年
７
月
31
日

派
遣
人
員　

 

１
名

内
容　

ケ
チ
カ
ン
市
の
小
中
学
校

で
、
日
本
語
の
指
導
、
国
際
交
流

に
関
す
る
事
業
へ
の
協
力
な
ど
。

応
募
資
格　

20
歳
以
上
50
歳
未

満
の
方(

平
成
19
年
８
月
1
日
現

在)

※
資
格
の
詳
細
や
報
酬
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先

金
山
教
育
室
☎
32
・
３
８
９
３

「
ぎ
ふ
男
女
共
生
大
学
」

受
講
生
を
募
集

　

《
男
女
共
同
参
画
》
っ
て
、
そ

ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
男
女
が
同
じ
よ
う
に
人
と

し
て
大
切
に
さ
れ
る
社
会
、
こ
こ

ろ
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
24
日(

土)

、
７

月
８
日
（
土
）、
22
日(

土)

の
、

10
時
30
分
〜
15
時
30
分
。

会
場　

高
山
市
役
所 

地
下
市
民

ホ
ー
ル

対
象
者　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
男
女

定
員　

50
名(

多
数
の
場
合
抽
選)

受
講
料　

無
料(

交
通
費
、
食
事

代
、
教
材
費
等
は
自
己
負
担)

託
児　

満
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児

を
対
象
に
実
施(

無
料)

応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住

所(

郵
便
書
号)

、
氏
名(

ふ
り

が
な)

、
年
齢(

申
込
日
現
在)

、

性
別
、
電
話
書
号
、
職
業
、
託
児

希
望
の
有
無(

希
望
者
は
、
幼
児

の
名
前
、
生
年
月
日)

を
記
入
し

左
記
ま
で
。
な
お
、
返
信
用
は
が

き
に
ご
自
身
の
住
所
・
氏
名
を
記

入
の
こ
と
。期
限
は
６
月
12
日(

消

印
有
効)

。
受
講
の
可
否
は
６
月

17
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

〒
５
０
０
・
８
５
７
０

岐
阜
県
環
境
生
活
部
男
女
参
画
青

少
年
課

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
１
１
１
１

（
内
線
２
４
２
３
）

介
護
保
険
認
定
調
査
員

を
募
集

募
集
人
員 　

１
名

資
格　

看
護
師
、
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

受
付
締
切　

６
月
15
日

申
込
・
問
合
先　

介
護
保
険
室
☎

53
・
０
１
５
３(

星
雲
会
館)

　

21
世
紀
は
「
環
境
の
世
紀
」。

　

全
国
の
市
が
、
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と
で
地
球
環
境

問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
る
た

め
の
第
一
歩
と
し
て
、「
全
国

ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー

ク
」
は
全
国
市
長
会
に
よ
り

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
と
は
、
山
林
や

原
野
、
空
地
、
道
路
な
ど
に

み
だ
り
に
ご
み
を
捨
て
る
行

為
を
い
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律

に
は
懲
役
や
罰
金
と
い
っ
た

厳
し
い
罰
則
も
設
け
ら
れ
て

お
り
、
実
際
に
罰
金
が
課
さ

れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
下
呂
市
内
で
は
、

人
目
に
つ
か
な
い
場
所
な
ど

に
ご
み
を
捨
て
る
不
法
投
棄

が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

市
で
は
、
職
員
や
市
か
ら

委
託
さ
れ
た
不
法
投
棄
監
視

員
に
よ
る
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
郵
便
局
や
森
林
組
合
と

も
情
報
提
供
の
協
定
を
結
ん

で
、
不
法
投
棄
の
早
期
発
見

や
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
行
政
の
監
視
や

指
導
だ
け
で
は
不
法
投
棄
は

な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

美
し
い
環
境
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
た
め
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

○
自
分
の
土
地
に
不
法
投
棄

さ
れ
な
い
よ
う
、
適
切
な
管

理
や
見
回
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
不
法
投
棄
を
「
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
と

い
う
気
持
ち
で
日
ご
ろ
か
ら

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
目
が
不
法
投
棄

を
な
く
し
ま
す
。

※
ご
み
不
法
投
棄
の
通
報

は
市
役
所
環
境
課(

☎
26
・

５
０
１
１)

へ
。

「
美
し
い
日
本
」
を
め
ざ
そ
う

「
美
し
い
日
本
」
を
め
ざ
そ
う

私
た
ち
の
心
を
荒
廃
さ
せ
る
不
法
投
棄
は
許
さ
な
い

私
た
ち
の
心
を
荒
廃
さ
せ
る
不
法
投
棄
は
許
さ
な
い

66
月月
1111
日
〜
日
〜
1717
日
は
「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

日
は
「
全
国
ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
」

下呂市役所水道環境部環境課・下呂市ふるさと環境保全委員会
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◇
Ｊ
Ｒ
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ　

６
月
10
日
Ｊ
Ｒ
下
呂

駅
、24
日
Ｊ
Ｒ
飛
騨
小
坂
駅
。

各
駅
８
時
30
分
ス
タ
ー
ト
。

同
駅
ゴ
ー
ル
。
当
日
受
付
。

無
料
。

◇
御
嶽
山
開
き　

６
月
15
日

10
時
30
分
か
ら
小
坂
町
落
合

の
御
嶽
神
社
飛
騨
口
里
宮

で
。
夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

を
告
げ
る
御
嶽
の
山
開
き
。

登
山
者
の
安
全
を
祈
り
、
飛

騨
小
坂
獅
子
舞
保
存
会
が

「
金
蔵
獅
子
」
を
奉
納
す
る
。

参
加
者
先
着
２
０
０
名
に
絵

馬
を
配
布
。

◇
和
合
蘭ら

ん
た
い岱
を
語
る　

６
月

23
日
19
時
30
分
か
ら
御
厩
野

集
会
所
で
。
講
師
・
小
池
三

次
氏
、
丹
羽
忠
幸
氏
。
問 

下

呂
郷
土
史
研
究
会
・
小
池
秀

雄
☎
25
・
３
５
９
６

◇
横
谷
峡
滝
開
き　

７
月
１

日
10
時
か
ら
横
谷
峡
鶏
鳴
滝

付
近
で
。
夏
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
て
安
全
祈
願
祭
。

金
山
町
観
光
協
会

◇
下
呂
市
青
少
年
の
つ
ど
い

　　

７
月
１
日
13
時
30
分
か
ら

星
雲
会
館
で
。
問 

市
教
委
・

社
会
教
育
課
☎
52
・
２
９
０
０

◇
下
呂
温
泉
合
掌
村
し
ら
さ

ぎ
座
６
月
公
演　

「
藤
仙
太

郎
一
座
」
６
月
30
日
ま
で
。

10
時
と
14
時
の
１
日
２
回
公

演
。
問  

☎
25
・
２
２
３
９

◇
ふ
る
さ
と
音
楽
会
「
ま

ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
」　

６

月
14
日
20
時
か
ら
市
役
所
下

呂
庁
舎
玄
関
前
で
。
住
民
参

加
に
よ
る
屋
外
で
の
気
軽
な

無
料
の
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー

ト
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
ほ

か
。
雨
天
時
は
市
民
会
館
ロ

ビ
ー
。
問 

ふ
る
さ
と
音
楽
会

実
委
（
下
呂
教
育
室
☎
25
・

２
２
５
２
）

◇
消
防
操
法
地
区
大
会　

６

月
４
日　

萩
原
方
面
隊
、
下

呂
方
面
隊
、
金
山
方
面
隊

◇
第
３
回
下
呂

市
消
防
操
法
大

会　

６
月
18
日

　

午
前
８
時
か

ら
竹
原
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
。

◇
第
54
回
風
流
ア
ユ
釣
り
全

国
大
会　

６
月
17
日
馬
瀬
川

上
流
。
鮎
釣
り
の
解
禁
日
に

行
わ
れ
る
伝
統
あ
る
大
物
鮎

釣
り
大
会
。
問 

馬
瀬
川
上
流

漁
協
☎
47
・
２
４
３
４

◇
県
民
体
育
大
会
飛
騨
地
区

大
会
予
選
兼
下
呂
市
球
技
大

会　

６
月
25
日
あ
さ
ぎ
り
ス

ポ
ー
ツ
公
園
ほ
か
で
。

◇
中
体
連
下
呂
市
大
会　

７

月
８
〜
９
日
、
市
内
各
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、体
育
館
で
。

◇
不
用
衣
料
品
の
回
収　

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ひ
ま
わ

り
」
が
、
衣
料
に
困
っ
て
い

る
海
外
の
人
た
ち
に
、
家

庭
で
不
用
と
な
っ
た
衣
料
を

集
め
て
送
付
。
回
収
は
、
６

月
24
日
９
時
〜
11
時
、
13
時

〜
15
時
ま
で
。
金
山
町
の
市

民
会
館
で
。
洗
濯
済
み
の
衣

服
、
新
品
の
下
着
・
パ
ジ
ャ

マ
・
タ
オ
ル
・
シ
ー
ツ
等
、

シ
ミ
や
傷
が
な
い
物
で
、
当

日
持
ち
込
み
。
送
料
と
し
て

１
㌔
あ
た
り
１
０
０
円
を
負

担
下
さ
い
。
下
呂
市
社
会
福

祉
協
議
会
金
山
支
部
☎
33
・

２
４
９
５

　下呂市では、市内に住所を有する者が下水道整備計
画区域外で、一般住宅、事業所等に合併処理浄化槽を
設置する場合、補助金を交付しています（この事業は、
岐阜県及び国からの補助金を受けています）。ただし、
以下の場合は該当しません。
○浄化槽設置の届出の審査または建築確認法に基づく
確認を受けずに浄化槽を設置する場合
○住宅を借りている方で、貸主の承諾を得られないもの
○別荘及び設置後の維持管理の所在が明らかでなく、
常駐する従業員等を有していない事業所
○他の補助金等を受けられる（併用）場合
○その他、関係法令、市の条例・規則及び要綱に反す
る行為のある場合
●補助対象となる区域（色文字は全域、その他は一部）
　萩原）山之口・尾崎・四美
　小坂）門坂・岩崎・大島・坂下・赤沼田・落合・湯屋・大洞
　下呂）上原・中原・大洞・大林・竹原
　金山）菅田笹洞・菅田桐洞・金山・中切・福来・戸部・祖師野
　馬瀬）全域
●下水道計画区域周辺地域でも、条件により一部対象
となる区域もありますので担当課へお尋ね下さい。
　　　　　　　　　　　　水道料金課　☎24・2222

　平成 17 年所得の申告における税法改正及び下呂市
国民健康保険税条例の改正に伴い、国保加入世帯の国
保税の算定基準が変更となります。
　平成 18 年度国保税は現在仮算定期間として前年度
賦課額を基にしていますが、７月中旬の本算定におい
て以下の改正点をふまえて算出した、「平成 18年度国
民健康保険税納税通知書」を送付いたしますので、ご
確認のうえ納期限までに納付をお願いします。
①介護保険分（40 ～ 64 歳の国保加入者）の限度額の変更
　世帯の限度額が 8万円から 9万円に。
②公的年金等控除額の変更に伴う激変緩和措置
　65 歳以上の年金受給者の方は、公的年金等控除額の
変更により、昨年度よりも所得割の算定に係る所得金
額が増額となります。そのため、平成 18 年度・19 年
度の各年度において激変緩和措置が設けられました。
　平成 18 年度は、総所得金額から 13 万円 * ＋基礎控
除（33 万円）を控除した金額に所得割率をかけて所得
割額を算出します（＊ 19 年度は 7万円）。
　また、低所得者の軽減措置の判定所得においても同
様の緩和措置となります。
　詳細についてはお問い合わせ下さい。
税務課（国保税係）　☎ 24-2222　（内線 140・141）
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金
山
子
育
て
支
援
拠
点
施
設

「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
通
常
開
館
日　

月
〜
金

　

10
時
〜
12
時　

祝
日
は
休
み
。

■
歯
の
お
は
な
し

６
月
13
日
（
火
） 

10
時
30
分
〜

ゲ
ス
ト
・
歯
科
衛
生
士
さ
ん

質
問
も
で
き
ま
す
。

■
ア
ジ
サ
イ
と
て
る
て
る

　

坊
主
作
り

６
月
１
日
（
木
） 

〜
９
日
（
金
）

10
時
30
分
〜

問
合
先　

金
山
町
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
「
ほ
ほ
え
み
家
族
」

☎
０
９
０
・
２
６
８
１
・
８
２
９
０

お
ひ
さ
ま
は
う
す 

６
月
開
館
日

▼
19
日
の
「
親
子
で
遊
ぼ
う
」
は
、

恵
那
市
の
「
ぽ
ん
ぽ
こ
」
に
よ
る

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
予
定
し
て
い

ま
す
。       

日にち 開館時間 会　　　　場

9日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

14日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

19日(月) 10:00 ～ 11:30 健康館  「親子で遊ぼう」

23日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

28日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

 (子育て支援課☎５２・２９００)

市民サロン　市民サロン　(市長に会える日)
市議会の開催などのため、
６月の市民サロンはお休みします。 （主催－下呂市女性ネットワーク・下呂市）

講　師　古川芳子さん（岐阜県総合企画部次長）
　　　　「新たな絆（きずな）づくりを求めて
　　　　　～ひとりでも生きられる地域づくり～」
期　日　６月 24 日（土）
会　場　下呂市民会館　２階大会議室
　　　　入場無料。駐車場に限りがあります。
　　　　車は乗りあわせてお越しください。
時　間　19：00 ～ 21：00
問合せ　下呂市女性ネットワーク
　　　　青木　幸美 （萩原町） ☎ 090・8953・6989
　　　　北條多美江 （小坂町） ☎ 090・4089・9876

○特定公共賃貸住宅青木団地１号
　馬瀬中切 705番地 1
　　　木造２階建（平成 8年度建設）、４ＬＤＫ
　　　住宅使用料：37,000 円～ 45,000 円
○公営住宅味屋第２団地1号
　小坂町長瀬 153番地 1
　　　木造 2階建（昭和 57年度建設）、３Ｋ
　　　住宅使用料：11,600 円～ 19,200 円
○公営住宅坂下団地B－３号、B－４号
　小坂町坂下 345番地 2
　　　簡易耐火 2階建（昭和 52年度建設）、３Ｋ
　　　住宅使用料：12,500 円～ 20,700 円
○公営住宅大淵住宅１号
　小川 2312番地 9
　　　鉄筋平屋建（昭和 46年度建設）、２Ｋ
　　　住宅使用料：4,600 円～ 7,600 円
◆入居資格　税金の滞納がないこと、住宅に困って

いること、月額の所得についての資格
もありますのでお問い合わせください。

◆申込期限　6月 23日（金）
◆問 合 先　建設部建設課　☎52・2000　　 

　6月 12 日（月） 　市役所萩原庁舎

　　　　　　　　　10：30 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

　6月 13 日（火） 　小坂健康ふれあいセンター

　　　　　　　　　9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

　6月 14 日（水） 　県立下呂看護専門学校

　　　　　　　　　9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

献血にご協力ください献血にご協力ください

　御嶽少年自然の家 イベント案内
■マス釣りとバードウォッチング
　日　　時　：　７月８日（土）～９日（日）
　申込期間　：　６月５日～ 23 日
　参 加 費　：　2,500 円（１泊３食、釣り料金別）
清流でのマス釣りの後は、塩焼きに舌鼓。原生林での

ウォーキングで心いやされること間違いなし。

■夏の御嶽登山（日帰り登山パートⅡ）
　日　　時　：　７月 15 日（土）～ 17 日（月）
　申込期間　：　６月 12 日～ 30 日　※先着 80 名
　参 加 費　：　4,500 円（２泊５食）
高山植物の女王「コマクサ」の群生を

観察できる絶好の機会。初夏の御嶽を

満喫しよう。

〒509-3111　小坂町落合　｢岐阜県御嶽少年自然の家｣
　☎ 62-3655　FAX 62-3659　E ﾒｰﾙ c27216@pref.gifu.lg.jp
　ホームページ http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s27216/index.htm

外国人の方は、就労が認められた専門的・技術的
分野の職業等以外では働くことはできません（ただ
し日系人等の方は、単純労働が可能）。
また、外国人労働者にも労働関係法令が適用され
ます。外国人労働者の適正な雇用の推進及び不法就
労の防止について、事業主を始め皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
●問合先　岐阜労働局職業対策課 ☎ 058・263・5563

６月は外国人労働者問題啓発月間です６月は外国人労働者問題啓発月間です
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数
年
前
、
日
本
か
ら
２
人
の
ノ
ー

　

数
年
前
、
日
本
か
ら
２
人
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
ま
し
た
。
１
人

ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
ま
し
た
。
１
人

は
物
理
学
賞
の
小
柴
昌
俊
さ
ん
で
、

は
物
理
学
賞
の
小
柴
昌
俊
さ
ん
で
、

も
う
１
人
は
化
学
賞
の
田
中
耕
一
さ

も
う
１
人
は
化
学
賞
の
田
中
耕
一
さ

ん
で
す
。
２
人
同
時
の
受
賞
で
、
当

ん
で
す
。
２
人
同
時
の
受
賞
で
、
当

時
日
本
国
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

時
日
本
国
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

小
柴
さ
ん
は
ご
存
じ
、
飛
騨
市
神

　

小
柴
さ
ん
は
ご
存
じ
、
飛
騨
市
神

岡
町
の
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
長
く
実
験

岡
町
の
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
で
長
く
実
験

を
さ
れ
て
こ
ら
れ
、
ま
た
、
田
中
さ

を
さ
れ
て
こ
ら
れ
、
ま
た
、
田
中
さ

ん
は
お
隣
富
山
県
の
富
山
市
出
身
で

ん
は
お
隣
富
山
県
の
富
山
市
出
身
で

す
。
す
。

　

ま
た
、
以
前
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

　

ま
た
、
以
前
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
利
根
川
進
さ

医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
利
根
川
進
さ

ん
は
、
富
山
県
大
沢
野
町
（
現
在
の

ん
は
、
富
山
県
大
沢
野
町
（
現
在
の

富
山
市
大
沢
野
町
）
で
小

富
山
市
大
沢
野
町
）
で
小･

中
学
生

中
学
生

時
代
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
し
、
お

時
代
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
し
、
お

隣
の
高
山
市
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学

隣
の
高
山
市
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
の
白
川
英
樹
さ
ん
が
、
小

賞
を
受
賞
の
白
川
英
樹
さ
ん
が
、
小

学
校
３
年
か
ら
高
校
ま
で
を
過
ご
さ

学
校
３
年
か
ら
高
校
ま
で
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
を
受
賞
さ
れ
た
野
依
良
治
さ
ん

賞
を
受
賞
さ
れ
た
野
依
良
治
さ
ん

は
、
受
賞
当
時
名
古
屋
大
学
大
学
院

は
、
受
賞
当
時
名
古
屋
大
学
大
学
院

の
教
授
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

の
教
授
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
５
人
の
方
た
ち
に
共
通
し

　

こ
れ
ら
５
人
の
方
た
ち
に
共
通
し

て
い
る
こ
と
は
、
５
人
が
全
て
国
道

て
い
る
こ
と
は
、
５
人
が
全
て
国
道

41
号
線
に
縁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

号
線
に
縁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
す
。

　

日
本
で
は
こ
れ
ま
で

　

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
12
人
が
ノ
ー

人
が
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
う
ち
９
人
が
理

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
、
う
ち
９
人
が
理

科
系
分
野
で
の
受
賞
者
で
す
。
こ
の

科
系
分
野
で
の
受
賞
者
で
す
。
こ
の

理
科
系
９
人
の
う
ち
５
人
も
が
、
富

理
科
系
９
人
の
う
ち
５
人
も
が
、
富

山
県
か
ら
名
古
屋
市
に
通
じ
る
国
道

山
県
か
ら
名
古
屋
市
に
通
じ
る
国
道

41
号
線
沿
い
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
い

号
線
沿
い
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

う
こ
と
は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

不
思
議
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

不
思
議
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
藤
原
正
彦
氏
の
『
国
家
の

　

先
日
、
藤
原
正
彦
氏
の
『
国
家
の

品
格
』
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

品
格
』
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

そ
の
中
で
筆
者
は
、「
天
才
は
ど
う

そ
の
中
で
筆
者
は
、「
天
才
は
ど
う

い
う
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う

い
う
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
疑
問
に
思
い
、
い
ろ
い
ろ
調

か
」
と
疑
問
に
思
い
、
い
ろ
い
ろ
調

べ
て
み
る
と
、
面
白
い
こ
と
に
気
付

べ
て
み
る
と
、
面
白
い
こ
と
に
気
付

い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、「
天
才

い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
、「
天
才

は
人
口
に
比
例
し
て
出
現
す
る
の
で

は
人
口
に
比
例
し
て
出
現
す
る
の
で

は
な
く
、
一
定
の
国
、
一
定
の
地
域

は
な
く
、
一
定
の
国
、
一
定
の
地
域

か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
」
と
い
う
こ

か
ら
し
か
生
ま
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
で
す
。

と
だ
っ
た
の
で
す
。

　

一
定
の
地
域
で
あ
る
か
ど
う
か
を

　

一
定
の
地
域
で
あ
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
要
因
の
ひ
と
つ
は
、「
美
の

決
め
る
要
因
の
ひ
と
つ
は
、「
美
の

存
在
」
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
風

存
在
」
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
風

光
明
美
な
土
地
に
天
才
は
生
ま
れ
る

光
明
美
な
土
地
に
天
才
は
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く
の
天
才
を

と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く
の
天
才
を

輩
出
し
て
い
る
国
イ
ギ
リ
ス
で
は
田

輩
出
し
て
い
る
国
イ
ギ
リ
ス
で
は
田

園
風
景
が
実
に
美
し
い
。
ま
た
人
口

園
風
景
が
実
に
美
し
い
。
ま
た
人
口

四
百
万
人
に
も
満
た
な
い
ア
イ
ル
ラ

四
百
万
人
に
も
満
た
な
い
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
も
多
く
の
大
天
才
を
生
ん
で
い

ン
ド
も
多
く
の
大
天
才
を
生
ん
で
い

ま
す
が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
の
島
と
言
わ

ま
す
が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
の
島
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
の
緑
と
、
雄
大
で
幻
想
的

れ
る
ほ
ど
の
緑
と
、
雄
大
で
幻
想
的

な
自
然
美
を
有
し
て
い
ま
す
。

な
自
然
美
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
こ
の

　

そ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、
こ
の

国
道
国
道
41
号
線
沿
い
に
多
く
の
ノ
ー

号
線
沿
い
に
多
く
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
現
し
て
い
る
の

ベ
ル
賞
受
賞
者
が
出
現
し
て
い
る
の

も
、
あ
な
が
ち
偶
然
で
は
な
く
理
由

も
、
あ
な
が
ち
偶
然
で
は
な
く
理
由

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

わ
が
下
呂
市
は
国
道

　

わ
が
下
呂
市
は
国
道
41
号
の
ほ
ぼ

号
の
ほ
ぼ

中
間
に
位
置
し
、
飛
騨
川
の
清
流
と

中
間
に
位
置
し
、
飛
騨
川
の
清
流
と

美
し
い
山
々
は
、
訪
れ
る
人
を
魅
了

美
し
い
山
々
は
、
訪
れ
る
人
を
魅
了

し
ま
す
。
な
か
で
も
中
山
七
里
は
沿

し
ま
す
。
な
か
で
も
中
山
七
里
は
沿

線
で
も
最
も
美
し
い
と
こ
ろ
と
言
わ

線
で
も
最
も
美
し
い
と
こ
ろ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
美
し
い
ま
ち

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
美
し
い
ま
ち

下
呂
市
の
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、

下
呂
市
の
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、

い
つ
の
日
か
世
界
を
揺
る
が
す
天
才

い
つ
の
日
か
世
界
を
揺
る
が
す
天
才

が
現
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

が
現
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
思
い
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見

な
思
い
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見

つ
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

つ
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　馬瀬の中切小学校が「第 4回こども読書推進賞」( 社会
貢献支援財団主催 ) をこのほど受賞しました。図書の選考
を教師だけで行わず、児童や地域の読み聞かせサークルな
ども参加して行い、学校図書を充実させ、読書好きの児童
を育てている同校の活動が評価されたものです。
　この賞には、全国から中切小を含む 2つの学校と、1図
書館が選ばれ、副賞として図書購入費用 50 万円が贈られ
ました。5月 12 日には、副賞分の図書選考が行われ、絵
本の前にくぎ付けになる児童の姿が見られました。
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子育て支援編

活動の輪を広げる朗読ボランティア

糸でんわの会
　小坂地域などで、子どもたちへの本の読み聞かせ

を行っているのが、朗読ボランティア「糸でんわの

会」の皆さん。代表を務める北條多美江さんが、平

成２年に、広報紙などをテープに録音して、視覚障

がい者やお年寄りに届けることから始まりました。

　最初一人から始まった活動が、徐々に仲間が増え、

平成10年からは小学校などへの絵本の読み聞かせを

開始。近年は小坂地域内の保育園や小学校で、定期

的に読み聞かせを行っているほか、最近では萩原地

域や下呂地域の小学校のほか、高山市内の小学校で

も読み聞かせを行いました。他の読み聞かせグルー

プの指導に赴くことも。

　現在は会員数は28名を数え、小坂地域以外から参

加している会員もいます。会員の年代は30代から

80代までと幅広く、「自分の子どもにできるだけ上

手に絵本を読んであげたいから」と参加した方もい

れば、地域の文化祭などのイベントで会が実施した、

スライドを使った紙芝居仕立ての読み聞かせを見聞

きしたことがきっかけで、メンバーに加わった人も

多いとか。

　地域や経験年数により会員が３グループに別れ、

それぞれで学習会を行ったり、数名がＮＨＫの「話

しことば通信添削講座」を受講したり、また講師を

招いて講習会を開いたりと、話し方･伝え方の勉強

にも熱心に取り組んでいます。

　読んだ本に思いのほか大きな反応をしてくれたり、

街で子どもたちに出会うと、「あっ、おはなしのお

ばちゃん」と声を掛けてくれたりする。そんな子ど

もたちとのつながりも、ボランティアを続ける大き

な心の支えになっています。

【問合先　北條　☎62-2425】

湯屋小学校での読み聞か
せの様子。児童たちも本
にくぎ付け。

学習会では、学校などで
の読み聞かせに備えて音
読。他の会員の読み方を
熱心に聴き、発音などを
チェック。

他の人が次の機会の参考
になるようにと、読み聞
かせが終わるとすぐに感
想などをメモ。

バックにかかる絵は会が制作した紙芝居「小坂の昔話」


